
ソポクレス 『コロノスのオイディプス』465-492

佐 藤 義 尚

テーパイを追放されたオイディプスは放浪の後,ようやく終蔦の

也,アテナイ郊外のコロノスにたどりつき,そこで祭られていたエ

ウメこデスの聖域に足を踏み入れる.ソポクレスの 『コロノスのオ

イディプス』はこのようにして始まる.聖域を侵犯したオイディプ

スに対し,紋い浄めの儀式をコロスがこと細かく指示する. (465-

92)これは,舞台演出の点から見れば,第2エペイソディオンでイ

スメネが,舞台外でクレオンに捕われるための状況設定をするとい

う役割を果たしている.すなわち,浄めの儀式を執り行なわせるべ

くイスメネを立ち去らせる､という状況を,この場面がつくっている.

従来,この箇所は第1エペイソディオンの中で位置付けて解釈さ

れてきた.第1エペイソディオンでは,イスメネがテバイから駆け

つけ,兄二人の醜い権力闘争を報告する.これに対しオイディプス

は,二人の息子を呪う.この次に静穏が支配する紋い浄めの場面に

なる.コロスの老人は儀式の詳細を指示したあと,敬皮な態度から

一転して,好奇心からオイディプスにその過去を執勘に問い詰める.

このときアテナイ王テセウスが登場し,威厳に満ちた,博愛的な態

度から舞台に平穏が戻る.以上のように第 1エペイソディオンは動

と静の場面が交替して現れ,お互いに対照をなしている.紋い浄め

の説明の場面もこの構成の一環をなしている.注l

しかし,入念な記述はそれだけに留まらない意味が潜んでいるこ

とを暗示し,またこれが作り出す静諾な雰囲気は読者に特別な感銘

を与える.この場面をさらに広い視野のもとに,作品全体の中に位

置づけて解釈できないだろうか.
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ⅠⅠ

まず紋い浄めがどのような意味内容を持っているのかを確認して

おかなければならない.自分をアテナイの救済者として語るオイデ

ィプスにコロスが次のように語って,紋い浄めの説明は導入される.

OoOvowKaOcrptlbvT(BvSEScE叫dv(JV,Eq)CI;IItヽ

TbTTP(bTOV'LIKOU,KCluaT̀ oTELVCI;TT̀Sov･466-7注2

女神らの疎い浄めを執り行いなさい.そのもとに最初に来て,地

面を踏みにじったのだから.

saltldvG)Vという属格を目的格的に解釈しても,注3所有格的に解釈

しても,注4蔽い浄めは,オイディプスの聖域侵犯の汚れを浄めると

いう意味は変わらない.

説明される個々の儀式も汚れの浄めを指向している.説明で言及

される羊毛とオリーブは,古来,紋い浄めに使われてきた.羊毛を

混酒器に巻 くのは,汚れを吸い取って汚れを防ぐためである.混酒

器の水は汚れから守られて清いまま濯がれ,浄めを効果的にするだろ

う.オリーブの技は嘆願者を印づけるものとして神にとっては親し

い樹木である.オリーブは神との特別な関係から神聖な樹木として

尊ばれてきた.このステータスゆえにオリーブは紋い浄めの権能を

もつとみなされてきた.注5東を向いて濯ぎを捧げるのも,東方が光

と清純の源であるため,浄めを行う者は東を向かなければならない

からである.注6そして濯ぎを贈られた女神は宥和的になり,悪意を

持たなくなる.那

儀式で汚れが浄められ嘆願者としての資格が与えられて,受け入

れを祈願する祈り(486-7)を捧げることが許される.この祈りは儀式

で ｢最大のこと｣(扉yIOTCE485)と言われ,紋い浄めを行う目的と

なるものである.

このような疎い浄めの記述からは,オイディプスが聖域侵犯によ

る汚れを蔽い静め,女神の怒りを鎮め,当地への受け入れを嘆願す

る,という意味が読みとれる.
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オイディプスは女神への嘆願者であり,またアポッロンの神託を

授けられてもいる.(86ff.)この二重の意味でオイディプスはiEPd;

(287)であり,注8元来聖域に属するものである.注9したがって本来
はオイディプスが聖域に足を踏み入れても,汚すことにはならない

はずである.それにもかかわらず紋い浄めの儀式を執り行うことが

指示される.この理由を理解するためには,オイディプスが聖域に

足を踏み入れたときには,彼は嘆願者ではなかったという点に注目

しなければならない.冒頭では,オイディプスとアンティゴネは自

分たちがたどり着いたところがどこであるのか分からない.ここは

どこなのかという問いで劇は始まり,それについての問いが繰り返

される.注10そしてここがエウメこデスに属する聖域であると聞かさ

れてはじめてオイディプスは嘆願者として自覚する.(44)

神は行為そのものよりも,行為の意図,神に対するEOvou;(499)

があるか否かを問題とする.オイディプスに嘆願者としての資格が

あるにしても,嘆願者として聖域に足を踏み入れたわけではない.

この意味で,オイディプスは聖域を汚してしまったことになる.オ

イディプスはすでに84-6,100ff.で女神に受け入れの嘆願をしている

が,これらは嘆願者の祈りとしての条件を満たさず,女神によって

受理されなかった.それゆえ紋い浄めによって嘆願者として認知さ

れたうえで,祈りを改めて繰り返す必要があった.

さらにこの箇所では,コロスがオイディプスの処遇についてテセ

ウスに指示を仰ぐ(294-5)としながらも,テセウスが到着する以前に

受け入れ祈願を進言するということが問題となる.これについては,

まずコロスがオイディプスに対し抱く恐れには二つのものがあるこ

とを知らなければならない.オイディプスの正体を知らないコロス

が聖域からオイディプスを立ち退かせる.これは聖域侵犯によるエ

ウメニデスの怒りを恐れての故である.したがってオイディプスが

聖域の外に出れば,彼らにとって追い立てる必要はもはやない.

(176-7)しかし,相手がオイディプスであると知るや,国から追い出

そうとする.(226,233f.)これはオイディプスという,ギリシャ世界

周知の汚れを国内に受け入れることで招く神の怒りを恐れての故で

ある.(256)コロスは,聖域侵犯と汚れという二つの側面からオイ

ディプスに対している.コロスはオイディプスの処置についてテ-
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セウスに判断を仰ぐ

...TOむ;SとTf匝S【Y市;

avciKTCI～CPKElTq二UTGU018lELSgvcrl･294-5
1 ～ ～ I

これは,当地の王に裁定していただくのかいい.

この時点でオイディプスはすでに聖域から出ているので,コロスが

チ-セウスに指示を仰いでいるTCrOTaは,聖域侵犯ではなく,汚れ

としてのオイディプスを受け入れるか国外追放にするか,という問

題を指している.事実テ-セウスが登場する場面で問題とされるの

はオイディプスの受け入れだけである.(551ff.)

イスメネによってあらたに伝えられた神託,オイディプスの長い

レシス(421ff.)を聞いて,コロスはオイディプスが救済者となること

に納得する.注11それは神託によって定められているが故に,オイデ

ィプスの受け入れは神の怒りを招かない.オイディプスの汚れに起

因する恐れはコロスにはもはやない.この間題については,コロス

は後でテ-セウスに取り次ぐだけである.(629-30)聖域侵犯に関す

る気がかりだけがコロスに残された.これはテ-セウスに委ねた問

題ではないのでその指示を待つことなく,これを解決するための蔽

い浄めをオイディプスに進言する.紋い浄めの指示には,オイディ

プスに ｢役立つこと｣(464)を教示するための他に,聖域侵犯で共同

体にふりかかる危険への恐怖(492)という動機もあったと考えられる.

ⅠⅠⅠ

祈願はオイディプスに関するものであるから,彼が蔽い浄めを行

わなければならない.しかし儀式を実際に執り行うのはイスメネで

ある.イスメネが代行できる理由はその EBvou;(499)にあるとされ

ている.

I I T I / ′
apKETvyapoll相 川 とvTlPUPl⊂JVtltaV
I Iヽ

vuxTIVTdS'圭KTI'vouoqv,TIV∈Ovou;TT叩 育･498-9

好意がありさえすれば,何万人の代わりにたった一人でもこれを
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あがなうのに十分だ,と思うから.

このEOvou;については,オイディプスにたいする好意であるとする

解釈と,エウメニデスにたいする好意 (-紬oEβ〔l'ct)を意味するとい

う解釈の二つがある.注12 紋い静めがエウメこデスに捧げられるも

のである以上,後者のようにとるのが自然であろう.しかしエウメ

こデスは畏怖すべき神であり,好意を抱くのは難しい.オイディプ

スにとっては神託のために恐れるべき女神ではないが,イスメネら

にとっては本来は恐れるべき女神であるはずだ.それにもかかわら

ずここで彼女らが女神を恐れないのは,神託をくだされたオイディ

プスに奉仕しているという意味で神との関係に連なっているからで

ある.彼女らが女神に抱く好意は父親にたいする愛情に促されたも

のと言える.注13ァンティゴネ ･イスメネ のオイディプス ･ポリュ

ネイケスへの肉親としての愛情はこの劇では際立っている.この性

格をここにも読みとるのは不当ではないだろう.このEOvou;にオイ

ディプスとエウメニデスの両方にたいする好意を読みとるのが妥当

であると思われる.オイディプスが聖域に入ったとき,女神がその

心中だけを問題としたごとく,ここでも濯ぎを捧げる人のEOvousだ

けが前提とされ,誰が捧げるのかといった外的条件は問題とされな

い,紋い浄めの形式が先に述べられたが,ここで執行者の内面に視

線が向けられる,執行者が代わるという,儀式の条件で最大の変更

が起こったにもかかわらず,これを補填し浄めを成立させる条件と

してEOvou;が提示され,紋い静め ･嘆願で最も重要なのは形式より

も,それを支える心であることが示される.儀式の形式はEOvou～の

発露でなければならない.注14表現のうえでも ｢一人｣を表すのに

tlkvvuxflV(49819)という言葉が使われ,心の内面に視線が凝集し

ている.嘆願における【Ovou;の重要性は,クレオン,ポリュネイケ

スのオイディプスに対する嘆願で再確認される.

アテナイの人々のオイディプスに対する態度は好意(EOvou;773)

であるのに対し,クレオンにはそれが欠けている.クレオンは最初

オイディプスに同情しなから近づくが,それは見せかけでしかない.

表現上も上辺の好意と内心のよこしまが繰り返され,クレオンの好

意の欠如は強調されている･(783,794,806-7)嘆願を行う者が備え
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ていなければならない第一の条件を欠いているので嘆願は聞き届け

られない.聞き届けられるであろう嘆願と,拒絶される嘆願の対比

をここに読みとることができる.

ポリュネイケスが登場する箇所では,彼が嘆願者であることが,

｢嘆願者｣(lTPOGTdTTIS1171,TrPOOTdTTIV1278)｢嘆願者の｣

(TTPOOTPOTTCIl'ou;1309)｢嘆願する｣(fLKET【tloilEV 1327)｢嘆願者と

しての座｣(OQK血 cm 1160,E'Spcr1163,E'SpcIV1166,OdKTIL/1179,

OdKlltla1380)｢嘆願者としてひれ伏す｣(TTPOOTTEOdvTa1157)とい

う言葉を繰り返すことで強調されている.ポリュネイケスはポセイ

ドンの祭壇に嘆願していたが,オイディプスに面会を許される場面

では,嘆願の形式がそのまま移行し,注15ォィディブスに対する嘆願

となる.オイディプスは嘆願者から嘆願される者になり,怒りを招

いたオイディプスが今度は怒りを抱く.乞食であり,異邦人であり,

他人にへつらって生きなければならない(1335-7)という点でオイデ

ィプスと同じ境遇にあるポリュネイケスがここでは嘆願者になり,

しかもここではオイディプスと ｢同じ｣ということが表現の上で強

調され(tlとvfltlETs･･･SとoJ,CyOT∈KとYd),Tbva心Tbv),両者の役割
交代が明確にされている.このようにこの箇所は紋い浄めの説明と

対称的な構造をしている.

一方二つの場面には相違点がある.ポリュネイケスが嘆願するの

は,弟に対する復讐のためと自分がテーパイで王位につくためであ

り(1329,1343),オイディプスに対する敬意からではない.またここ

ではポリュネイケスはオイディプスをテーパイのまちの中に迎え入

れることを申し出る.(1342)これはオイディプスが最初に望んでい

た条件である.(406-8)それにもかかわらずオイディプスがポリュネ

イケスを拒絶するのは,息子が子としての義務を果たさず,親をな

いがしろにしたからである.(1356-7,1362-4,1377-9)つまりポリュ
ネイケスは父親に息子としての好意を抱いていなかったからである.

嘆願者の重要な条件を欠いているので,その嘆願が聞き届けられな

い.蔽い浄めの説明と同じ要素で構成されているだけに,嘆願の拒

絶が際立つことになる.ポリュネイケスの嘆願が退けられる場面は,

紋い浄めの説明の箇所を下敷きとして,それとの対照で構成されて

いると言える.
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以上からイスメネがオイディプスの代わりに疎い浄めを行うこと

は,EOvou;ゆえに聞き届けられる嘆願と対比して,その欠如ゆえに

聞き届けられない嘆願を描くための伏線となっていることが分かる.

IV

祈願の内容,オイディプス受容は劇中ではオイディプスの ｢救済

者｣(ooT巧p)としての性格と結び付けられて繰り返し現れる･オイ

ディプスが受け入れをコロスに ｢私を助け,守ってください｣

(匝ouP〔KとKq)11人aocFE,285)と嘆願する箇所では, ｢この市民らに

利益をもたらす｣(q)gpov6vTIOIVaGTOT;TOToS',28718)ことを理

由にしている.紋い浄めの直前ではオイディプスをコロスが ｢助け

る｣(立入KhvTOEToOcXl,459)ならば, ｢この国のために偉大な援助

者を得る｣(Tが ETかTd入EltlgYC" C,∽巾 p'apEToOE,459-60)こと
になると述べられている.オイディプスがテセウスに嘆願するさい

にも, ｢オイディプスを役にたたない住人として受け入れる｣

(OiSiTouv…axp〔TovoiKTIT吊paSgEaoOclI,626-7)ことにはなら

ないと言い,これにたいしテセウスは ｢この地と私に少なからざる

捧げものをしてくださる. I･･(オイディプスを)市民として土

地に住まわせよう｣(Y育TfiS∈K毎 otLSaoubvo心otllt<Pと)vTt'V∈L･･‥

x(bpgS'gtl¶〇人lVKCXTOIKL由 .63517)と承諾する.

この土地に受け入れられることと,ヘ-ロース(句po;)となり救済

者としてまちを守護することが密接に関係するのは,ヘ-ロースの

特質のためである.へ-ロースは神に準ずる存在であるが,それを

神から隔てているのは,ヘ一口-スの地域限定性という特質である.

へ-ロースは墓があるところにしぼられ,へ-ロースの及ぼす作用

はその墓の周辺に限定されている.墓から遠く隔たっているところ

では,へ-ロースとの杵は絶たれてしまう.注16したがってへ-ロー

スの遺骨を所持することがへ-ロースの加護を得るために必要であ

り,′国家は墓の場所を秘密にして遺骨が持ち去られることを防いだ.

オイディプスの死んだ場所が秘密にされるのもこの故である.注17

オイディプスを受け入れ,コロノスを彼にとっての ｢安息の地｣

(88)となすことが,オイディプスがその地のヘ-ロースになるため
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の前提条件である.オイディプスはコロノスに受け入れられて初め

てへ-ロースとしての効力を発揮することができる.オイディプス

がへ-ロースとなり,意志どおりに,クレオン,ポリュネイケスに

たいする怒り,呪が有効になるためには,コロノスに受け入れられ,

他には連れ去られないということが条件となる.注18ォィディブスが

受け入れられれば,それは直ちに,彼が救済者としてその地に利益

をもたらすことを意味する.それゆえ,この二つの主題,オイディ

プス受容と救済者としてもたらす利益とは密接に連携し,表現のう

えでも一体化されている.注19

オイディプス受け入れの祈願が聞き届けられるであろうことを示

しているのが,儀式の場面である.濯ぎによる紋い浄めでオイディ

プスの聖域侵犯の汚れが浄められ,エウメニデスに嘆願者として認

知される.嘆願者オイディプスの祈願は聞き届けられるだろう.オ

イディプスがアテナイのへ-ロースとなるための条件,聖域への受

け入れがここで満たされることになる.作品の主題,オイディプス

のへ-ロースへの転化が成立するためには,酸い浄めの場面が必要

であった.

Ⅴ

さらに濯ぎがエウメニデスにたいする捧げ物である点にも注目し

なければならない.オイディプスとエウメこデスの親近性は作品の

モチーフの一つとして挙げることができる.オイディプスが,自分

が足を踏み入れた場所がエウメこデスの聖域であると知ったとき,

彼は恐れるどころかアポッロンの予言が成就したことを喜ぶ.(44f.)

これはコロスが,エウメこデスにたいし示す恐怖とは対照的である.

またオイディプスは,女神にSElV亡)TTS;(84)と呼びかけるが,これに

対応するように,コロスがオイディプスを初めて眼にしたとき,｢見
るも恐ろしく,聞くも恐ろしい者よ｣(S引Vb;uとvdpav,S〔lVbsSと

K入tlELV･141)と叫ぶ.コロスはあたかもエウメニデスにたいするか

のように,オイディプスに反応している.江20別の箇所ではオイディ

プスは,エウメこデスに ｢親愛な子よ｣(ゐY入uKETqlTTaTSE;106)と

呼びかける.ここでの Y入uKETG:lは,エウメニデスにたいし使われる
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epithetとしては,異例な形容詞である･また,オイディプスがアテ

ナイを守り,役にたてるという申し出に,チ-セウスは ｢だれがこ

のような方の好意を退けられようか.｣(TIT;8両T'avavSpb;

E毎gvElGV壬Kβd入ol-;631)と答える･ここで使われている
E叫 v̀ELCmという言葉は普通は神について使われる言葉であり,浄

めの際の祈願の言葉 ｢慈悲深い心から受け入れてください｣(緩
∈叫 EV由 voT̀ pvo vS̀x〔oOa1486)という表現から,エウメこデス

の名前を強く喚起する.さらにポリュネイケスはオイディプスに味

方になることを退けられた際に語る.

...左入入'主tlOtlilとV子58'占Sb;

EyOTCnil̀入ouoctSね ITOTいd;TEKCItlKCtKil

TTPOSTOOS∈TcETPO;T由vTgTOOS‥EpIVtb v･1432-1434
I ヽ

私にとってこの道は,この父とそのエリニュスのために不幸で不

吉なものとなるでしょう.

ここでは,オイディプスとエウメニデスが並べられている.

このようなオイディプスとエウメこデスの親近性は,両者が共通

の性格を分け持っていることに由来する.へ-ロースとエウメこデ

スのような冥界の神とは,両者の影響力が特定の地域に限定されて

いる点で似ている.注21冥界の神は人間に危害を加えると同時に,豊

穣をもたらす.へ-ロースも尊崇を受ければ加護を加え,受けなけ

れば災厄をなす.注22女神は,エウメニデスとしては祝福し,エリこ

ュスとしては呪をもたらす.同様にオイディプスは,受け入れてく

れたアテナイには祝福を,敵には呪を与える.劇の初めで強調され

た,女神の破壊的な力は,その嘆願者たるオイディプスをとおして

実現されていく.最後には,彼は冥界の神として女神の仲間になり,

復讐と祝福という二重の力にあずかる.

以上のようなオイディプスとエウメニデスの関係が実質のあるも

のになるためには,両者の関係が修復されていなければならない.

これを示し,両者の親近性というモチーフに根拠を与えているのか

蔽い浄めの場面である.
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VI

『コロノスのオイディプス』は構成的には大きく四つに分けられ

る.第-部 (11719)はオイディプスがコロノスにやってきて,受け

入れられることを叙した箇所.第二部 (720-1149)はクレオンにまつ

わるエピソー ド.第三部 (1150-1446)はポリュネイケスにまつわる

エピソー ド.第四部 (1448-1779)はオイディプスがこの世から消え
るくだり.

第四部のオイディプスが消え去る場面では,再び第一部に戻った

ような印象を受ける.実際,この二つの場面には共通するモチーフ

がいくつかある.劇冒頭では聖域侵犯をめぐって場所についての記

述が鋭敏になっている.劇の最後でもオイディプスに導かれてテ-

セウスらの一行がオイディプス終蔦の地へ行く途中で休止する場所

が細密に述べられている.(1590-7)特に疎い浄めの場面と共通する

モチーフに注目すると,その休止した場所でもオイディプスは浄め

と薙ぎのための水を持ってくるように命じ,しかるべく浄められる.

(1597-1603)ここでは紋い静めというモチーフだけではなく,語嚢の

面でも似ている.注23 また紋い浄めの説明では祈願をしたあと,後

ろを振り返らずに(aGTPOq)0;490)立ち去るように指示されている.

これは捧げものを自分のものにするために姿を現した神を見て,神

を怒らせないためである.注24最後のところでは,使者たちはオイデ

ィプスとテ-セウスを後に残して立ち去るときに,見てはならない

という命令(1641-2)にもかかわらず,後ろを振り返り(GTP叩gVTE;

1648)タブーとされる場面に眼を向けてしまう･しかしそこに見たの

は,なにか恐ろしいものが現れたかのように手を眼にかざしている

チ-セウスの姿だけであり,(1650-2)神に対する恐れはばかりから

神の姿を見ないというタブーは破られない.この後ろの振り返りの

モチーフも二つの場面に共通している.

共通のモチーフで対応が示されているだけではなく,場面のテー

マの点からも蔽い浄めに直接続くのは第四部である.成い浄めはオ

イディプスの受け入れ祈願を目的としていた.第四部はその祈願を

受けて,オイディプスがこの世からヘ-ロースとなるため消え去る.

オイディプスの死というクライマックスを導入する役割を紋い浄め
-10-



は果たしている.

成い浄めを説明する箇所は,作品のテーマであるオイディプスの

へ-ロースへの転化が成立するために必要であった.さらにそこで

措かれた嘆願者のあるべき姿にたいする対比としてクレオン,ポリ

ュネイケスの場面は描かれている.これらの意味で疎い浄めは従来

考えられていたよりも作品の中で重要な位置を占めていると思われ

る.
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BIwinnington-Ingram,R･P･,Sophocles･AnInterpretatiofbCambridge1980･

p.250 Kamerbeek,J･C･,ThePlaysofSophocles･meOedlbLLSColoneus,Leiden
1984.p.9

2f2sophoclisFabulae,ed.A.C.Pearson,Oxford1957(firstpublished1924)杏
本稿ではテキス トとして用いる.

江3KGOapubvT(bvSEScrLtldv〔JV≡KdOcZIPETdGSESQl'uovcxs(Wunder).≡
'L'入croqlTdo･SESGt'uovQS(Sclmeidewin-Nauck).

掛 ｢女神らに属する紋い浄め｣すなわち ｢女神らに捧げられて当然の

級い浄め｣(Jebb).さらに属格に分離の意味を読みとる解釈が示唆されて

いる. ｢女神の怒りからの疎い浄め｣(Kamerbeek)

旺5Eitrem,S.,CpferritusundVoro14erderGriechenundR∂mer,Kdstiania
1915.(Nachdruck,Hiidesheim1977)S･380,383･Parker,R･,MkfmaIPollution
andnLrlPca血ninEarlyGreekReligion,Oxford1983･p･228f.Gow,A･S.F･,
TheocZ･itus,vol.ⅠⅠ,Cambridge1950.p.36f,431.Bowra,C.M.,Sophoclean
Tragedy,Oxford1944.p.318f.

注̀Jebb,R･C･,IkeOedl'pusColoneus,Cambridge1907･p･83･

87Eitrem,S.,op.cit.S.110. 汚れを紋い浄めると言っても,実際には,
神の怒りという,汚れの結果を浄めることになる.汚れとその招いた結果
との間にはっきりした境界線を引くのは難しい.(Parker,良.,op.°it.p.10)

珪SBlundell,M･W･,HelpingFriendsandHarmingEnemies･AStudyin
SophoclesandGreekEthics,Gmbridge1989.p.230
注9Burkert,W.,GreekReligion,tr･byJ･Raffan,Cambridge,Mass･1985･p･269

蜘Tl'vcrsxd)pou;(1-2),81TOIKCOgoTCruEV(23),6crT-L～らTdTrOS(26),Tt';S'

t'oe'bx(Bpos;(38)

凱 如d610S(461).∈i｢もし｣ではなく圭IT∈tl(462)｢～なので｣が用いら
れている.これらの表現は,オイディプスが神託を受けた救済者である
ことをコロスは事実として認定していることを示す.

江】2Kamerbeekはオイディプスにたいする好意と解釈し,sclmeidewin-

Nauck,Jebbはエウメニデスにたいする好意と解釈している.Kamerbeek
はこちらの解釈の可能性も示唆している.
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釦アンティゴネ,イスメネのエウメこデスに対する態度は,はっきり
とは書かれていない.アンティゴネは,コロノスの男が立ち去った後で
オイディプスに,聖域の中にいるにもかかわらず ｢これで静かに(gv

桓 Jx(㌔)話すことができます｣(82)と言い,恐れの色を見せない.聖域か
ら出て行くのも女神への恐れからではなく, ｢まちの人々と同じことを
ならいとしなければならない｣(171-2)からである.アンティゴネが一般
の人と同じようにエウメこデスに対していないことは明らかであろう.
イスメネのエウメニデスに対する態度についてはさらに明らかでない.

しかし,オイディプスが娘たちの ｢どちらか｣(Gqや vaTgPCI,497)に疎い
浄めを行うように命じ,二人のうちのいずれかを特に指名してはいない
こと,劇中で繰り返しアンティゴネ ･イスメネが双数で表現されていこ

と,(344,445,111,1257,1407,1435,1444,1619,1670,1683)これらから,
二人が同等の立場にあるとみなしてもゆるされるだろう.

注14儀式における内面と外面の一致については,Burkert,op.cit.p.77.
Lesky,A.,GeschichteddgriechischenLiteraEur,ZweiteAuflage,Bern1963.
S.325.

注15Blundell,op･cit･p･240n･46

816Burkert,op･cit･p･206･Rohde,E･,Psyche･Seelencultund
UpLSteT･blt'chkeiLgglaubedeT･Griechen,FreiburBi.B.1898.(Nachdruck,Darmstadt
1961)S.184f.,189f.

即 Rohde,op･cit･S･160ff.,S･162Am erkung2･V1522f･

注18神託を聞いたクレオンがオイディプスをテーパイへ連れ去り,味方
に付けようとすることは,オイディプスが彼に対し怒りをはらんでいる
ことと矛盾しているように思える.しかし,敵たるへ-ロースをなだめ
ようとすることには例がある.ソポクレス 『エレクトラ』405ff.ではクリ
ュソテミスがアガメムノンの墓に,クリュタイメストラからの供えもの
を捧げにいく.クレオンがオイディプスを連れ去ろうとするのも,あと
でオイディプスをなだめ味方につけるためと思われる.クレオンが連れ
去ろうとすることについては,オイディプスの意志を自分の思いのまま
にしようとするクレオンの利己的な性格を読みとるべきであろう.

注19487でPearson(Oq 1924),Lloyd-JonesandWilson(OCTT,1990),Dawe

(Teubner,1979)は,写本のooT市ptovをooTTIP(ousに変えるBakeの読み
方を採用し,エウメニデスがオイディプスの救い主であると解釈する.
｢(エウメニデスが)救い手となって嘆願者を受け入れてください｣し
かし,この場面の意味が,オイディプスが救済者になるための条件づけ
であるということから,この箇所はオイディプス受容と救済者になるこ
との一体化した表現の一つとみなすべきだろう.したがって写本どおり
に読み, ｢(オイディプスが)救済者となるべく嘆願者を受け入れてく
ださい｣と解釈するほうが妥当であると思われる.

&2Dwinnington-Ingram,op･cit･p･267ff･
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B IRohde,op･cit･S･184f･

払 W.H.D.Rouse,GreekVotiveOHerings,Gmbridge1902.p.9
1 ヽ .′′ヽ ヽ l

注23と叩UTOU,XOa;469.xocx;477･PUT由V1598.xod～1599.
注24Garvie,A･F･,AeschylusChoephori,Oxford1986･p･70f.Rohde,op･cit･
S.85Am erkung2･Gow,A･S･F･,op･cit･p･430･
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